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人権意識が心の中に宿り自然と感じる人に成長すること

（2019年6月号）

最近、子どもたちが巻き込まれる事件が目立ちます。加害者の理不
尽な行動によって尊い命が奪われる場合もあり、怒りと悲しみが入
り混じりやるせない気持ちだけが残ります。メディアは、加害者の
人間性を問い、社会的仕組みや環境を問題視し、ジャーナリストや
専門家が意見や提言を繰り返しています。

事件の背景にはそれぞれに事情があるのだと思いますが、最終的に
事件になってしまったことをどう考えるか？が必要だと思います。
つまり防ぐことができなかったのか？と。人権とは、とても簡単に
説明すると「命と幸せを守る権利」です。その命と幸せが、加害者
の理不尽な行動によって、被害者はもちろん、加害者でさえも失う
ことになります。

追い込まれる前に何か出来ることがなかったのか？命と幸せを無視するような行動になる前に理性が働き自制できなかった
のか？もちろん、できなかったから事件を起こしたことになるのですが、そこに行き着くまでを考えると、もし加害者に
「命の大切さや人への思いやり」が心の中に宿っていたらと考えてしまいます。

私どもは人権啓発活動を続けておりますが、大人になって自己が固まってから人権意識を理解してもらうことの難しさを感
じています。それ故に、子どもの頃からの人権教育が大切だと考え、小中学校を回って子どもたちに、命の大切さや思いや
りなど、人権について知ってもらう人権移動教室を実施しています。「命の大切さや人への思いやり」「命と幸せを守る権
利」を子どもの頃から伝えることで、大人になっても心の中に宿り自然と感じることができるものと考えています。

人権移動教室を受けた子どもたちからは、数年経って何かの折に人権移動教室の内容を思い出し、それが人生の機転となっ
たとの嬉しい声も寄せられます。人権移動教室や道徳授業によって、多くの子どもたちが人権意識を心の中に宿し自然と感
じる人に成長することを願っています。

今月から今年度の人権移動教室が始まりました。山梨県内においては、甲府市、甲斐市の小中学校を回り、子どもたちに
「命の大切さや人への思いやり」「命と幸せを守る権利」を伝えていきます。

人権啓発講演会 7月4日（甲府市上下水道局）、7月18日（甲府市環境センター）

今後の予定
人権啓発パネル展 7月9日（火）～7月21日（日）甲府市立図書館 / 甲府市中央公民館

人権移動教室 6月19日（水）甲府市立南中学校、6月24日（月）甲斐市立玉幡中学校、7月5日（金）甲斐市立敷島北小学校
7月17日（水）甲府市立中道南小学校、7月18日（木）甲府市立千塚小学校

7月18日（木）甲府市環境センター

人権映画上映会 7月20日（土）・10:30～/13:30～ 甲府市立図書館
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協賛：山梨県、甲府市、甲斐市

会員企業：株式会社成心設備、西関東開発株式会社、株式会社ウィルマート、株式会社R&C

※人権移動教室の授業を受けた子供たちの感想文が、裏面にてご覧いただけます。

子どもの人権を考えよう

私たちが目指すのは差別なき社会です。子どもたちが安心して笑顔で暮らせる社会で
す。今、虐待やいじめなど子どもたちの人権が脅かされています。立場の弱い子ども
たちこそ、一人の人間として最大限に尊重し守らなければなりません。未来を背負う
子どもたちが笑顔でいられるために、安心して暮らせるために、私たち大人ひとり一
人が人権意識をしっかり持って子どもの人権を考え守らなければいけません。

未来を背負う子どもたちが笑顔で安心して暮らせるために
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人権移動教室に参加した子どもたちの感想文をご紹介します。
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